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こ
め
書
め
內
容
を

’
章

を
通̂
て
、
ご

べ

灘

に

紹

介

し

ょ

ぅ

。
：；
，

：

.:

ィ
序
に
ょ
れ
ば
、
2

;

產

門

だ

し

：て
：の
交
通
業
が

'

個
別
的
^
{
通

資,■ 

と集中の
：

通じ：

P

實
現
す
る
蓄
積
の
速
：さ

'
規

模

及

び

. 

型

、..言
い
：か
え
る
：と

1

國
の
M

濟
的
發
展
に
お
け
る
交
通
資
ネ
の
比

$
と 

;特
殊
懲
鸣
と
は
、
齊-'
^

蓄
賴
の
ナ
殷
的
契
麻
に
お
け
る
各
種
交
通
，資
本
獨 

、
自
の
諸
事
情
と
、

「

.
こ
れ
を
制
約
す
る
社
#
■

總
資
本
の
具
體
的
性
.格
^
な
.

.
わ
ち
一
，
國
の
資
本
主
_
的
發
展
の
諸
條
件
と
に
ょ
つ
て
規
定
せ
，ら

^:
-
る
。 ヾ

.

.日
本
に
お
け
る
謹
資
本
の
生
成
.
•完
熟
期
の
交
通
業
に
つ
き
、
；
蔡
積
を
：
 

.
•制
約
す
る
諸
要
因0 :
檢
鄭
を
逋
じ
て
、
'.
'
-こ
れ
を
解
明
し
ょ1
と
い
ぅ
の
が-'
. 

未
鼙
の
目
的
で
あ
る̂
ぐ
：
.
.
■::
■.
.
 -

、
 

,
:

ま
ず
序
章
ば
、
2

通
榮
近
代
化
：へ
の
道
«—
の
檢
訛
に
宛
て
：.ら

れ

七

い
':

:

る

。•.
そ
こ
に
お
い
；て
ば
、
交
通
.に
おi

る
生
產
形
態
の
自
己
生
產
か
ら
商

八
〇

(

一
〇
四<
>

ぐ
：ハ-

生
塵
：へ
.の
靡
展
過|

、
«

上
交
通
ジ
：悔
上
交
_
>
^

.
お
い
て
追
求
さ
れ
て
お
り
、
交
通
資
本
の

i

が
细
ら
れ
て
い
る
。
そ
の 

:.
,
:二
際
、

y

父
通
手
浪
：
H
:
住

勇

馮

笼

、'交
^

^

身
係
規
定
と
：

ぃ
；：

 ̂

視
角
ょ
り
す
る
考
察
が
加
え
ら
れ
て
い
て
、
交
通
業
の
發
展
過
程
が
^
造 

的
に
把
え
ら
れ
る。

-

.

'

'

•

さ
て
し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
國
交
通
業
の
近
代
化
過
稱
が
そ
の
最
終
的 

發
展
段
階
に
踏
み
込
む
に
あ
た
っ
て

•は
、
外
國
資
本
及
び
外
國
技
術
が
大 

"

き
な
殺
割
を
演
じ
：た
0-'第

： .I

章
に
：お
い
：：て--
1
近
£

_

^

>

段
と
外
國
勢 

.

義

，
が

論

ぜ

ち

办

る

所

以

で

あ

泠

明

治

初

年

、
：わ
が
國
最
初
の
鐵
道
敷

'
 

シ
::
..設

が

先

塍-'
3
:業
國
英
國
の
食
本
之
技
術
^

に

<)
:!

っ
：：て
行
わ
れ
た
；

0

と
呔
、

一
，
，
世

界

帝

國

主

義

的

發

释

の
；
！，
.

っ
の
環
ど
し
て
の
意
義
を
特
っ
も
：
の
.
で

あ 

,

,る

。.
.：し
が
上
そ
め
後-.
'
'
>
:
わ
が
國
の
.鐵
道
は
間
も
な
く
英
國
資
本
の
宇
か
ら 

.

:離

脫

七
:'
.や
が
|て
鐵
道
技
術.
‘
鐵
道
資
材
の
供
給
の
順
で
外
國
か
ち
自
立
、

.

.，し
て
行X
。
他
方
.、
海
運
.に
あ
っ
て
は
、

ペ
リ
ー
の
：來
航
が
わ
が
國
に
お 

•
け
’る
西
洋■
帆
船
時
代
の

S
t
.

の
.契
機
と■な
り
、
そ
，の
後
汽
船
の
：輸
入
、

'
近
代
的
造
船
技
術
の
習
得
、
汽
船
航

^

^
術
.の.
習
得
が
行
わ
れ
た
が
.、
や 

:
-
が
て
：三
菱
會
社
が
外
國
海
運

.勢
カ
と
の
两
度
ね
わ
た
る
激
し
い
.市
場
爭
奪 

:;
競
爭
に
、

：

政
府
の
援
助
を
得
て
.勝
利
を
お
さ
め
、
外
國
勢
力
を
.し
て
國
內 

■

海
運
市
場n
沿
岸
航
海
か
ち
後
退
さ
せ
る
:0
.

.
さ
て
.こ

の

樣

に

し

て

開

花.1;
た
わ
が
國
の
近
代
的
交
通
業
ば
、
..間
も
な 

.

.
く
早
期
の
獨
占
の
段
階
に
踏
み
人
っ
た
。
ま
ず
通
信
業
で
は
常
抓
か
ら
國 

營
と
い
ぅ
形
で
瘸
占
が
行
お
れ
た
が
、

.
海
運
業
に
あ'っ
て
は
：獨
占
資
本
が 

:

亂
家
に
ょ
っ
：て
育
成
さ
れ
た
。

(

第
一.1'

章
V「

梅
運
史
に
セ
け
.る
國
家
と
戰

■:
#

b

:
办̂
わ
ち
、：日.森

船

'
,士
K

商
船
等
の
獨
占
資
本
ば
、
：.太
と
え
ば 

.

' ;「

無
類
保
識
三
菱
會.£ -
と
い
ぅ
樣
令
形
、.ぁ
る
い
は
軍
需
$

接
的
保 

:
.誨
育
成
策
.と
い
ぅ
機
な
形
で
國
家
め
助
成
を
受
け
、
：
贾
に
は
朗
治
一
ー
九
年

.

.

.

,造
船
航
海
獎
勵
法
と
い
ぅ
唞
般
的
な
海
運
保
謖
策
も
、
結
菊
的
に
ば
獨
占
，
：

-

，的
海
運
會
社
の
助
成
に
終
つ.て
し
ま
つ
た
。

「

日
本
最
大
の
.財
_
の
.基
礎
固 

.

'
め
と
世
界
的
ニ
大
海
運
ト
ラ

k

ト

.の
育
成
、：：こ
.れ

が

響

以

來

第

一

，
次

大
 

'

•

戰
に
至
る
ま
で
つ
^
け
ら
れ
た
國
家
の
竽
摩
い
海
運
保
護
政
策
の
歸
結
次
ン

- 

へ
.
.
.
.
'
あ

る

*」

-
,
:
_
■

 ̂

.

.

.
■ニ
.
：
.
'
.
'
.
'
.
.

へ

：
ニ
方
鐵
逍
に.お(

い
て
：は
、.最

舊

道

業

國

有

；の
方
針
を
と
：：つ

(

た

政

府 

•'

■
.
が
ぺ
後
、..主
と
し
.て
'財
政
難
の
た.め
鐵
道
私
有
の
途
を
顧
き
、
：私
鐵
は
掘

.

.
へ
鐵
と
並
ん
々
發
達
も
龙
。
：そ
の
後
レ
ば
し
ば
國
有
化
論
議
が
：籽
わ
：れ
ー
た

.

:■

:
.が
、
明
啟
一5

苹
代
求
に
茧A

T
讓

業

が
-
應
確
立
さ
れ

」

、
生

星

.
, 

:

ぃ
.靡
物
の
全
國
的I

が
拓
が
れ
た
 >」

と
.、：_

に
.：

「

大
陸
取
#

の

爵

を

媒
•ゝ : 

介
と
す
るH
本
齊
本
主
義
發
展
の
た
め
に

」

未
熟
な
私
的
資
本
の
蓄
積
を 

國
家
權
力
辟
ょ
づ.て
キ
ゥ.
'プ
ー
す
る
必
要
が
生'じ
ハ
：.

「

そ
れ
_が
.
.
.
.-
=
1四
十
年
代；
：
_

:

;

.の
初
め.に
か
け
て
獨
內
的
竝
び
，に
國
隞
的
狀
勢
ょ
り
し
て

M

急
要
請
と
：な

：

： 

/:
■
:
づ
_
¥い
ー
た
。

」

こ
れ
に
伽
え
て
 

>
戰
带
の
齄
驗.ょ
少
す
：る

軍

部̂
靡
^̂

..
，
、
亂

化̂

ぐ
地
主
及
び
ル
有
|

曆
:̂

ぃ
、

そ
の̂

^

^
礎
か
奴
遊
紙
し
，
:■

.

〔

^•
茴
绀
纖
の
態
掩
と
ー
が
國
有
化
法
を
成
靠
さ
せ
る
こ
と

-と
难
っ
へ
た
巧
こ：：
^

: 
一
:：
.

：-
;
り

獲

覺

他

の

：議

と

效

果

」

U

研
究
が
、
：
'
:
i

s
 

./■
'ゾ
：6
以
_

;
一.、
：第

識
^̂

党
.i

に

お

け

る

交

通

業

「

員
ホ」

の
分
析
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
わ
け
.で

:
;
n

:-
名

：̂
が

' :
ま
り
、
交
通
勞
働
過
程
に
，ぉ
け
る
對
象
的
條
件
で
あ

1

父
通
手
段
の
檢
討 

:

で
あ
る
。.交
通
手
段
は
一
.般
の
勞
働
手
段
に
對
し
て
幾
つ
か
の
特
徵
を
满 

，
つ
。
；
ま
ず
、
そ
.れ
.は
通

路

と

運

搬
具

c

及
び
動
.方)

か
ら
構
成
さ
れ.る
が
1"
»

.
S

通
が
落
間
に
お
：け

る

場

所

彻

移

動

を

意

味

.0
て
い
る
以
上
、
通
路
：の
地 

_

理
的
狀
況
乃
至
物
理
的
性
颯
が
決
定
的
意
義
を
も
っ

.こ
，，と.は
自
明
'で
太
っ 

.
て
、
，'運
搬
具
の
構
造
の
，發
達
の
诃
能
性
.は
通
路
の
胜
格
に
ょ
つ
て
基
沐
的

. 

.

.
'に
制
約
さ
れ
る
。
家̂
;
:交
通
披
術
が
他.の
產
業
技
術
&

し
て
線
合
技 
:

術
.で
，あ
る
こ
と，.

(

本

來

の
，交.通
技
術
は0
W
.
運
輸
技
術
，にし
か

な

い)

、

. 

さ
ら
に
、
癸
通
手
段
の
.發
達
に
お
：け
る
原
動
九
の
決
定
的
童

.要

さ

、：な
ど 

:

が
、.，.交
通
手
段
の
特
徵
と
考
ぇ
ぢ
れ
る
。

こ
の
章
は

、
. 'わ
が
國
の
岡
陸
及 

び
海
上
空
父
通
串
段
、
1 1
信
宇
段
發
達
の
具
體
的
分
析
を
通
じ
て
そ
れ
等 

如
明
ら
か
に
し.て
行
乂0
./;十
 

.
■

第

！

fl

# *
は

「

近
代
的
交
通
勞
働
の
成
立

」

.と

題
さ
れ
て
、

交
通
^
働
過 

:'
'
-程
に
.お
け
.る
主
體
的
要
因
で
あ
る
交
通
勞
働
カ

.の

.近
代
化'に
.つ
い
て
解
明 

す
る
。.
す
な
わ
ち
、
：：
機
械
化
さ
れ
た
交
通
勞
働
考
か
賃
勞
働
關
係
と
結
び 

.ウ
く
ニ
と.に
4

つ
：
て
交
逋
勢
働
の
眞
の
近
代
化
が

.完
成
す
る
'わ
け
で
あ
る 

が
、
交
通
業
の
生
產
關
係
に
お
い
て
は
、
そ
の
完
全
な
近
代
化
は

i

に
'

交
通
勞
働
に
知
け
る
封
建
餘
^

拂
拭
ノ
近
代
化
へ
の
淘
冶
は
’
あ
る
場
合 

に

は

政

策

的

に

議

さ

れ

、
他
の
場
合
に
ば
阻
止
さ
れ
て
來
た
，

さ

ら
 

,

:
. ^
- ^
役
生
'塵
と
知
ぅ
交
通
業.そ
の
.:4
:の
^

摩

.る

営

も

：ま
た
、
‘

や-
 

:::

生

產

關

係

藤

近

代

醫

素

を

殘

為

せ

^

^.
と
に
モ
役
賈
ウ
て
い
る
！

:'
.こ 

'
机
等
の
：
*

情
をC

陸
^

(

主
&

鐵
道)

：_

、
海

上

勞

興

：
‘通

信

^

^

の
ン

八1
(

で

〇

四

九

)
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..'
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/ 

.

.

■.
■
*『

. 

'

:
'.

V

I
を

蓮

礎

と.し

：
て

檢

尉

す

る

’

：： 

ぐ'

'

'

,:
:

.

，'
'

二
;
、

.

交

通

栗
'の
；蓄
稹」

は
、'
:と
(0
:

書
金
|1
の
結
論
で
あ
を
。

「

交
： 

通
資
本
本
ブ
の
產
業
賛
本
と
„
し
て
|

何
故
な
：ら
そ
れ.は
そ
.の
轉
胗
の
ぅ.. 

■'
.
'
.
'
:
ぢ
：に

生

囊

本0:
形
態
を̂

る
か
ら-
"
—
そ
.の
蓄
積
法
則
に
從
ぅ
。
け

夺

：
 

わ
ち
、.
個
別
驚
本
と
，し
て
の
集
積
め
基
礎
を
众
す
利
潤
の
源
泉
を
、

.一
般 

。
の
產
業
資
本
と•岡
じ
な
ぅ
に
、
，
：何
よ
^：
も
ま
ず
生
產
過
程
の
內
部
に

」

も 

や
。
：
こ
：の
生
蝥
過
程
.の
分
析.に
あ
た
：つ'て
は
、.
交
通
用
役R

 

に
よ
つ.て

，そ

の

作

藥

が

直

接

，
に

制

約

ざ

れ

る

面

が

强

.い

.こ
と
、ー
^
^
近
代 

的
交
通
榮
は
资
植.の
虞
業
中
に
知
つ'て
.特
に
.苴
大
办
資
本
單
位
ど
高
度
の
， 

鸯
本
の
有
機
的
組
成
を
以
て
特
色

'と
す
る
こ.と
な
ど
に
つ
：い
；
て

注

目

：さ
:'
■

.
れ
、
こ
れ
等
の
面
か̂
交
通
資
本
の
蓄
積
が
究
暨
れ
る
。
へ
次
に

「

交

通
_ 

ム
業
が
生
產
し
販
齋
す
名
商
品
が

1:め

卽
時
財
で
あ
み
、
；
.
そ
こ
で
：そ
め
：資
本：'
. 

.
の
循
環
が
通
例
の
 

0—

\¥
.
:
.
?
.
*
卜
切
で
：.は
だ
く
、_
-.G
l

w

,

:

;

F

l

G 

と
い
ゔ

、

生
產
.資
本
と
.し
て
は
特
殊
な
形
を
ど
..る
ど■>
か

ら

し

て

も

、

そ 

:
.
の
流
通
過
程
の
翁
が
ま
た1
要
疋
あ
る
。
兩
過
程
を
總
括
し
^

交
通 

寒

の

蓄

に

ク

い

て

論

ぜ

ら

れ

る。
：
..
.'
:

'

.:
■

' ■
さ

て
.、「

交

通

は

：
、
：
パ

商

品

輸

遂

.に
つ
い
て
い
ぅ
と
、
一
'商
品
涴
通
の
空
間
的.
: 

,
'
:嶽
ぃ
手
で
ぁ
り
ハ
從
っ
て
商
品
經
濟
一
の
發
達
程
度

或
：.

ぃ
.a -
經
濟
的
發
展
段
；
.'
:

-•
'
階
.の1

:

つ
：の
綜
合
的
表
現
で
あ
る
：。
.
、そ

较
.•1

國
に
お
げ
る
社
會
的
分
業.: 

i

.

…

の
：程
度
'に
よ
つ
.て
規
定
せ
^

れ
る
と
.こ
：ろ
の
市
場
の
深
さ
と
廣
さ>
:
,

.:

を
、
轍
遂
ざ
れ
る
商
品.め

種

類

：
と
a ；
及
び
輸
遂
距
離
に
，よ
つ

V

表

わ

：
す

。

」

， 

パ
.と
，
の

機

な

、

1
~市

場

麗

と

交

通
4
と
.の
.關
連
が
諭
ぜ
ら
れ
た
後
で
、

「

國
家 

と
交
通
資
本」

が
、''
:
'
,
谈
ぃ
て
交
.通
资
本
の
ぺ「

集
積
と
集
中
_
|が
：考
：察
：さ
ぺ

.:
■；

.

.

.

れ
、
；
ご

め

義

の

節

が

結

華

の

結

諭

を

形

成

す

る

。

-

宋
に
附
錄
.と
し 

.一：

て
交
通
铝
變
び
交
通

坐

塵

力

指
標

が

附
さ

れ

る

"
;:
,
:
.
,
.;

..

こ
の
樣
に
、
ね
の
書
は
、
a
父
通
に
お
け
る
資
本
主
義
の
：發
展

J
.

を
T

P
 

:
:
:本
交
通
業
の
近
代
化
過
程

」
(

副
題)

'
.の
分
析
を
通
じ
て
追
究
し
た
も
の
.で 

.あ
る
。
：.著

者

の
- ;
の

隱

に
0
.い
て
.の
見
解
ば
、''
'
.部
分
的
に
は
、
.賊
に
發 

•
表
さ
れ
て
い
る
幾
つ
か0 .
:

1

を
通
じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
てい
ふ
ど
こ
.
.ろ 

'

’^ '
あ
つ
た
が
、
と
の
書
は
そ
れ
等
を
集
大
成
し
さ
ら
に
補
完
し
て
、
.
し
か 

、も
理
論
的
に
透
き
間
めな
い

組
立
て

を

持
つ
ょ
ぅ
に
ま
之
め
上
げ
て
い 

■■
る
',
0
-
著
渚
は
ま
.た
、!.
;
そ
の
所
論
を
裏
ず
け
る
の
：に
き
わ
め
.て
豐
富
な
資
料 

':
の
き
知
め
て
適
切
な
驅
使
を
も
づ
て
し
て
お
り
、

：

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
書
に.

■

X
'つ
て
、.
.この
に
關
す
る
鮮

t e
な
縛
圖
を
與
え
ら
れ
る
。
.
こ

れま 

.

^ :
,.
v
‘科
學
的
勞
阼
に
-X
つ
て
開
拓
さ
れ
る
こ
と
の
は
な
は
だ
少
な
か
つ
た 

:
■
;

分
膝
で
あ
る
だ
け^ :
.
ざ
の
_

が
一
'層
評
價
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
わ
け 

:
,
で
も
.る
0

:;
'
.
,'
■
'

■
•
■'
.
.
',■
'

.

.

.
'へ

■'
 

• 

,

:
.',
.
?

v
勿

論

、
：
こ

：

Q

書

が

：
さ

ら

iu；

つ
け
加
え
ら
れ
る
ベ
#
も
の
を
持
た
ぬ
と
い 

:.
}
こ
：と
.は
出
來
な
い
セ
あ
方
ぅ
。ハ
著
者
自
身
：に
.ょ
づ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る. 

:::.::よ
ヶ
に
敍
述
必
ず
し
も
精
粗—'
樣
で
.な
い
.こ
と
ば
、
將
來
さ
ら
に
加
筆
さ 

':
れ
る
べ
き
個
所
の
存
在
が1ボ
さ
'れ
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
し
、
：
ま
た
、

「

日
本
.

.

資
本
电
義
‘の
發
展
と
交
通
に
お
け
る
そ
れ
と
の
有
機
的
な
絡
み
合
い
の
析 

ぐ
：
■一
 

出
に
不
手
瞥
へ
序°

と
い
5;
.謙
遜
の
言
葉
%'
>

あ

る
—*
:部
の
讀
者
に
と
っ 

•

て
は
肯
か
れ
：る
と
こ
ろ
が
ぁ̂
に
違
ぃ
な
ぃ
,0
.
し
か
し
、
ひ
る
が̂'
.っ
<

者
え
る
の
.に
> 
こ
れ
等
の
諸
點
は
一
苘
ま
た
本
書
の
特
徴
と
も
關
迪
-1
-
A 

も
の
で
ぢ
る
。
資$
を
ゆ
％
が
せ
に
し
な
い
著
者
：の
態
度
ば
ハ
'
根
據
の
あ
ノ 

.る
資
料
の
缺
け
て
い
；る
部
面
に
つ.い

て

_
.
々
し

く

判

斷

を

下

す

；こ

と

を

許 

き
な
い
め
，で
あ
る
し
、
ま
た
だ
と
え
ば
、
：
日
本
ぬ
お
け
る
交
通
發
達
に
見

. 

ら
れ
る
特
殊
性
: ^
す
べ
て
、一"日
本
資
本
主
_
發
聚
.の

撒

造

的

特

質

：が

制

約

，
， 

し
た」

>
と
い
う
き
ま
り
文
旬
で
以
て
說
明
し
去
ゐ
て
い
.の
蠻
奧
を
、
：
こ
の. 

*
潜
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
：：資
料
を
踏
み
し
め
て
：一

:

歩V.

步
を
き
わ 

め
な
が
ら
進
ん
で
行
く
と
い
う
敘
述
は
、
.

す
ぺ:

て
を
f

切
つ
た
結
論
を 

- *
ち
に
期
待
ず
る
性
急
な
賴
者
に
と.つ
て
は
、.あ
る
い
は「

手
ぬ
る
い」 

感
じ
を
與
え
名
こ
と
も
あ.ろ
う
け
れ
ど
も
、こ
の
よ
う
な
堅
實
な
行
き
方 

..に
そ
が
賢
は
本
書
の'本
領
で
あ
_る
と
.思
わ
れ
る
。':
:
:
.

.:

審

I
よ
つ
て
興
味
を
唆
ら
れ
た
讀
啬
は
、
藩
者
が
そ
の
理
論
の
一
端 

を
i

し
て
い
る
論
文
.

「

交
通
勞
働
の
生
產
拽

」
(

經
濟
學
雜
誌
？ 
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.八
年
.七
月
，號)

：を
併
せ
參
照
す;̂
'
'© -
.が
よ
.い
で
：あ
ろ
う
し
、.ま
た
^

^
大
. 

擧

經

濟
..
-
商
業
學
會
の
發
行
に
か
か
る
經
商
論
籙
第
五
0:
號

< 
一：

九
五
三
',
., 

华
七
^
號
.

)

所
載
の
、
、
大
鳥
藤
太
郞
氏
に
よ
る̂fr

の
.
.

(

简

單

に

し

て

し
 

'か
も
^
ぃ
.

)

批

剖

を
 

一
_
す

る
-
と
も
よ
‘い
參
考
と
な
ろ
う:0
，

(

本

書

は

.

.
： 

:1:九
五
：11ー：年

：ー

另

、

栽

波

書

店

刊

、

.
A

5版

、
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〇

六

頁、
' 五
一
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福

武

直

釋

'

「

.
ア
メ 9
力

村」

:
.
.
:
、
福

.武

直

_

‘：ぐ

,.
:で

：
：：

:
:

.
:
.
ー

• 

. 

.

.

.

.

.

.

.

; 

> 

.
青

'

沼
：：
：

吉
 

k

.

.

.

f

.

.

.

.

. 

• 

- 

. 

*

.

「

：ア
メ
リ
*
村」

：
と
い
ぅ
通
稱
を.も
つ
和
歌
山
縣
日
高
郡
三
尾
村
は
、
そ 

.

の
世
帶
數
の
約
四
分.の
三
が
舞
移
民
に
關
係
し
て
い.る

—1
日
本
一
め
移 

.

民
送
出
村
1
,で
あ
る
_。
：
こ
の
村
が
日
本
に
お
け
る
移
民
達
出
村
の
典
趣
的 

.

.

.
事
例
一
一
こ
の
事
例
が
典
型
的
で
あ
る
こ
と
.の
實
證
は
こ
.
.の
著
書
の
な
か.
.
. 

で

は

殆

ん

ど

展

開

さ

れ

て

い

な

い

，
が

I

と
し
て
，と
り
あ
げ̂

れ
る
。
そ 

.

.

.の

ィ

ゾ

テ

シ

：
ン
ブ

.な
實
態
調
査
：を
通
し
て
、
日
本
に.お
け
る
從
來
の
移
民.

.

n
u
f
f
i
i

『

海
外
移
民
が
i

に
及
ぽ
し
た
影
響」

を
解
明
す
る
と
と
に 

よ
り

「

將
來
の
移
民
問
題
に
備
え
る
科
學
的
參
料
の
一
つ
を
つ
く
り 

_
.
.
あ
げ
よ
.ぅ
と」

'す
る
の
が
、
本
臀
の.研

究

目

的

で

あ

る

。
.
，

■
こ
の
研
究
で
は
歴
史
、
，人
口
、
漁
業
、
農
業
.、
'村
落
、
家
族
、
教
育
、

:

宗
教
、
公
f

生
、
世
論
等
：の
諸
項
目
が
、
主
に
社
會
科
學
の
谷
分
野
.の
奪 

.

.
門
家
に
よ
，：つ
て
分
擔
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
ほ
ぼ
有
機
的
連
關
を
保
ち 

つ
つ
、
.單
ー
の
.、王
題
.
=
1
^
民
.の
敗
村
に
及
ぽ
し
た
影
響

」

を
め
ぐ
づ
て
展 

;

開
さ
れ
て
：.い
る
°
諸
專
門
汾
野
の
協
カ
に
よ
る
硏
绝
が
な
さ
れ
て
も
、
や 

.や
と
：も
す
る
と
派
列
的
办
硏
衆
に
終
り
勝
ち
で
為
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ 

:

が
こ
こ

で

.は
か
な
り̂

ム
ロ
的
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

r

わ
が
國
で
も
最
初 

の
踪
合
調
查
ヤ
あ
る.と
い
づ
て
.も
よ
い
で
'あ
ろ
ぅ」

と
い
ぅ
自
負
は
、

「

よ 

り
綜<

ロ
的
で
あ
0
、へ.よ
|
.り
廣
い
分
野
.の
.麻
力
に
よ
う
た.調
查
.

」

で
あ
る
と

一
广
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